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進路指導体制の組織化

組織力を生かした
「小松メソッド」で
生徒の力を伸ばす

◎創立以来の校是は「自主自律」「文
武両道」。２００３（平成１５）年度から
石川県「いしかわスーパーハイスクール」、
０６（平成１８）年度から文部科学省「ス
ーパーサイエンスハイスクール」の指定
を受ける。校舎は三代目加賀藩主前田
利常の隠居城小松城址内にある。

国公立大は、北海道大、東北大、金沢大、
東京大、東京工業大、名古屋大、京都大、
大阪大、神戸大などに２５０人が合格。
私立大は、青山学院大、慶應義塾大、
上智大、立教大、早稲田大、同志社大、
立命館大、関西大などに延べ４０２人が
合格。

設立

形態

生徒数

11（平成２３）年度入試合格実績（現浪計）

１８９９（明治３２）年

全日制／普通科・理数科／共学

１学年３２０人

住所
　

電話

Web Site

〒９２３-８６４６
石川県小松市丸内町二ノ丸１５

０７６１-２２-３２５０

65
指導変革の

成果実践背景

◎組織的・戦略的な
進路指導体制が整っ
ておらず、難関大受
験者も少なく、進路
実績は横ばい

変革のステップ

◎「学習の記録」で
生徒の学習状況を把
握し、学年集会の充
実で学校の一体感を
醸成するなどの「小
松メソッド」を確立

◎生徒の学校への信
頼感が向上。改革初
年度の卒業生の国公
立大現役合格者数は
200人を突破。今年度
は277人と過去最多

http://www.ishikawa-c.ed.jp/̃komafh/

石川県立

小松高校

　
石
川
県
立
小
松
高
校
が
学
校
改
革
に
本
格
的
に
取
り

組
み
始
め
た
の
は
、２
０
０
３（
平
成
15
）年
の
こ
と
だ
。

以
降
、
新
た
な
取
り
組
み
を
導
入
し
な
が
ら
、
成
果
の

見
ら
れ
た
も
の
を
継
承
す
る
形
を
繰
り
返
し
て
、
独
自

の
指
導
体
系
「
小
松
メ
ソ
ッ
ド
」
を
つ
く
り
上
げ
て
き

た
。
改
革
の
背
景
に
は
、
組
織
的
・
戦
略
的
な
指
導
体

制
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
教
師
に
よ
っ
て
指
導
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
と
い
う
課
題
意
識
が
あ
っ
た
。
進
路
指

導
課
主
事
の
紺
矢
亮
一
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
本
校
は
以
前
か
ら
地
域
の
拠
点
校
と
し
て
、
成

績
上
位
層
の
生
徒
が
多
数
入
学
し
て
い
ま
し
た
が
、

難
関
大
を
志
望
す
る
生
徒
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
改

革
前
の
数
年
間
は
進
学
実
績
が
横
ば
い
で
し
た
。
校

訓
で
あ
る
『
自
主
自
律
』
の
精
神
に
基
づ
き
、
生
徒

の
志
望
を
尊
重
す
る
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
全

校
体
制
で
組
織
的
に
指
導
を
行
え
ば
、
も
っ
と
生
徒

の
力
を
伸
ば
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
」

　
生
徒
の
気
質
の
変
化
も
、
学
校
改
革
に
着
手
し
た
大

き
な
理
由
だ
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、学
習
に
対
し
て「
待

ち
」
の
姿
勢
の
生
徒
が
目
立
ち
始
め
、
自
主
性
に
任
せ

る
指
導
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
例

え
ば
、
難
関
大
を
志
望
す
る
生
徒
を
集
め
て
問
題
集
を

紹
介
す
る
と
、
以
前
は
自
分
で
購
入
し
て
い
た
が
、
そ

の
頃
か
ら
は
、
教
師
が
用
意
す
る
の
を
待
つ
よ
う
に
な

「
待
ち
」の
姿
勢
が
目
立
つ
生
徒

自
主
自
律
を
柱
と
し
た
指
導
を
見
直
し
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り
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
自
ら
動
か
な
く
な
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
受
け
身
の
姿
勢
は
、
成
績
に
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
生
徒
に
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
課
題
意
識
の
あ
っ
た
03
（
平
成
15
）
年

に
、
同
校
は
県
の
「
い
し
か
わ
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」に
指
定
さ
れ
た
。
校
内
に
改
革
の
機
運
が
高
ま
り
、

当
時
の
校
長
が
自
ら
全
教
師
の
授
業
を
見
学
す
る
な
ど

し
て
授
業
改
善
に
乗
り
出
し
た
。
続
い
て
、
教
師
の
組

織
的
な
体
制
に
よ
る
学
力
向
上
策
や
、
生
徒
が
チ
ー
ム

と
し
て
受
験
に
臨
め
る
集
団
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
、「
小
松
メ
ソ
ッ
ド
」
の
七
つ
道
具
（
＊
）

と
呼
ば
れ
る
同
校
の
指
導
の
軸
を
定
め
て
い
っ
た
。

　
改
革
に
当
た
り
、
同
校
が
不
可
欠
と
考
え
た
の
は
、

生
徒
の
学
習
状
況
の
把
握
だ
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
家
庭

学
習
の
時
間
を
毎
日
記
録
す
る
「
学
習
の
記
録
」
を
取

り
入
れ
た
。
こ
れ
は
、
１
か
月
で
１
枚
の
シ
ー
ト
に
な

っ
て
お
り
、
教
科
別
の
家
庭
学
習
時
間
の
推
移
が
一
目

で
分
か
る
。
月
末
に
提
出
さ
せ
、「
学
習
の
記
録
」
の

デ
ー
タ
を
担
任
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
て
集
計

し
、
学
年
主
任
が
学
年
全
体
の
平
均
学
習
時
間
な
ど
を

算
出
す
る
。

　「
集
計
結
果
は
、
個
人
面
談
で
使
う
の
は
も
ち
ろ

ん
、
学
年
全
体
の
学
力
の
底
上
げ
に
も
活
用
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
平
均
学
習
時
間
が
例
年
よ
り
下
回

っ
て
い
れ
ば
、
緊
急
の
学
年
集
会
を
開
い
て
、
生
徒

に
発
破
を
か
け
ま
す
。
単
に
『
も
っ
と
勉
強
し
な
さ

い
』
と
言
う
の
で
は
な
く
、
過
年
度
の
デ
ー
タ
を
示

し
て
、『
こ
の
時
期
に
は
こ
れ
く
ら
い
の
勉
強
が
必

要
だ
』
と
自
校
の
先
輩
の
デ
ー
タ
を
基
に
説
明
す
る

方
が
説
得
力
が
あ
り
、
生
徒
も
真
剣
な
表
情
で
耳
を

傾
け
ま
す
」（
紺
矢
先
生
）

　
同
様
に
、
個
人
面
談
で
も
先
輩
の
学
習
時
間
を
示
し

て
、「
こ
の
大
学
の
合
格
を
目
指
す
な
ら
、
ま
だ
学
習

が
足
り
な
い
」
な
ど
と
伝
え
る
と
、
生
徒
は
納
得
し
や

す
い
と
い
う
。

　
生
徒
に
チ
ー
ム
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
充

実
さ
せ
て
い
る
の
は
、
学
年
集
会
だ
。
学
年
全
体
で
集

ま
る
機
会
を
最
低
で
も
２
か
月
に
１
回
は
設
け
る
。

　「
良
薬
も
効
果
が
ず
っ
と
続
く
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
の
方
針
を
常
に
生
徒
に
行
き
渡
ら
せ
る

た
め
に
、
少
な
く
と
も
２
か
月
に
１
回
は
学
年
全
体

で
集
ま
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
」（
紺
矢
先
生
）

　
年
間
行
事
に
組
み
込
ん
だ
全
員
参
加
の
学
年
集
会
以

外
に
も
、
課
題
が
あ
れ
ば
、
対
象
者
を
絞
っ
て
昼
休
み

の
10
分
間
に
集
会
を
開
く
。
10（
平
成
22
）年
度
は「
理

系
ハ
イ
ト
ッ
プ
集
会
」「
英
語
苦
手
者
集
会
」
な
ど
３

年
生
対
象
の
集
会
を
50
回
近
く
も
開
い
た（
Ｐ
．18
図
）。

３
学
年
副
主
任
の
土
山
樹
一
郎
先
生
は
こ
う
話
す
。

　「
参
加
す
る
生
徒
は
一
部
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
集

会
で
話
し
た
内
容
は
学
年
全
体
に
驚
く
ほ
ど
伝
わ
り

ま
す
。
学
年
集
会
が
学
年
の
雰
囲
気
を
決
め
る
大
き

な
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
２
学
年
担
任
の
兼
近
理の

り

子こ

先
生
は
次
の
よ
う
に
話

す
。　「

10
分
で
も
集
会
で
教
師
が
語
り
掛
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
徒
は
今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

何
か
を
実
感
で
き
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
数
人
で
も

生
徒
を
集
め
て
『
集
会
』
の
形
に
す
る
と
、生
徒
個
々

に
伝
え
る
よ
り
も
『
皆
で
頑
張
る
』
と
い
う
雰
囲
気

が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
」

石
川
県
立
小
松
高
校

兼
近
理
子

　 K
an

ech
ik

a N
o

rik
o

教
職
歴
14
年
、同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。２
学
年
担
任
。

「
変
化
の
積
み
重
ね
が
結
果
を
生
む
」

石
川
県
立
小
松
高
校

田
中
真
治

T
an

ak
a S

h
in

ji

教
職
歴
27
年
、同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
大
吉
を
引
く
コ
ツ
は
、
大
吉
が
出
る
ま
で
引
く
こ
と
」

石
川
県
立
小
松
高
校

土
山
樹
一
郎

　 T
su

ch
iyam

a K
iich

iro

教
職
歴
26
年
、
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
３
学
年
副

主
任
。「
攻
め
の
進
路
指
導
と
刺
激
の
あ
る
教
育
を
提
供

す
る
」

「
学
習
の
記
録
」で

生
徒
個
人
と
集
団
を
引
き
上
げ
る

学
年
集
会
を
充
実
さ
せ

「
チ
ー
ム
」と
し
て
の
一
体
感
を
持
た
せ
る

石
川
県
立
小
松
高
校

紺
矢
亮
一

　 K
o

n
ya R

yo
ich

i

教
職
歴
27
年
、
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
進
路
指
導

課
主
事
。「
全
て
は
１
時
間
の
た
め
に
、
全
て
は
生
徒
た

ち
の
た
め
に
」

＊同校では、学習の記録、週末課題、学年集会、朝自習、添削指導、特別補習、これらの取り組みを支える組織力を七つ道具と位置付ける
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石川県立　小松高校石川指導変革の

　
学
年
集
会
で
は
、
情
報
の
伝
達
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
受

験
は
団
体
戦
』
と
い
う
考
え
の
下
、
チ
ー
ム
で
受
験
に

臨
む
と
い
う
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。

　「
１
年
間
で
学
年
会
全
て
の
教
師
が
話
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
教
師
に
よ
っ
て
は
自
分
の
高
校
時
代

の
体
験
な
ど
を
話
し
、
温
か
く
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
学

年
集
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
徒
集
団
づ

く
り
だ
け
で
な
く
、
教
師
と
生
徒
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
こ
と
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
学
年
集
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
教
師
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
て
い
ま
す
」（
土
山
先
生
）

　
学
年
集
会
で
は
、
叱
咤
激
励
し
た
り
、
受
験
に
向
け

て
頑
張
る
生
徒
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
た
り
す
る

な
ど
、
時
期
に
応
じ
て
内
容
を
練
る
。
例
え
ば
、09（
平

成
21
）
年
度
の
３
年
生
２
学
期
の
集
会
で
は
、
１
・
２

年
次
の
担
任
で
今
は
他
校
に
異
動
し
た
教
師
か
ら
の
激

励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ビ
デ
オ
で
流
し
た
。
こ
れ
に
感
動

し
て
勇
気
付
け
ら
れ
た
生
徒
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
生
徒
に
指
導
内
容
を
十
分
に
伝
え
る
た
め

に
、「
三
度
塗
り
メ
ソ
ッ
ド
」
を
活
用
す
る
。
例
え
ば
、

数
学
に
課
題
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
ず
学
年
集
会
で
「
こ

れ
か
ら
数
か
月
間
は
と
に
か
く
数
学
を
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
、
そ
の
後
、
学
級
で
も
担
任
が
そ
れ
ぞ
れ

の
言
葉
で
同
じ
内
容
を
伝
え
る
。
更
に
、個
人
面
談
で
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
て
数
学
の
対
策
を

進
め
る
よ
う
に
声
を
掛
け
る
。同
じ
こ
と
を
３
回
伝
え
、

全
て
の
生
徒
に
指
導
を
行
き
届
か
せ
る
の
だ
。

　「
今
の
生
徒
は
全
体
に
向
け
て
話
を
す
る
だ
け
で

は
、
あ
ま
り
自
分
の
こ
と
と
は
受
け
止
め
ら
れ
な
い

よ
う
で
す
。
個
人
面
談
も
含
め
て
３
回
、
同
じ
内
容

を
繰
り
返
せ
ば
、
個
々
の
生
徒
に
浸
透
し
、
生
徒
同

士
の
話
題
に
も
上
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学
年
集
会

で
の
発
信
は
、
教
師
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に

も
有
効
で
す
。
数
学
の
教
師
が
英
語
を
頑
張
る
よ
う

に
生
徒
に
伝
え
る
な
ど
、
教
科
間
の
連
携
を
強
め
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」（
兼
近
先
生
）

　
学
力
向
上
対
策
で
力
を
入
れ
る
の
は
、
３
年
生
で
の

添
削
指
導
だ
。
国
語
、
数
学
、
英
語
は
通
年
、
理
科
は

セ
ン
タ
ー
試
験
後
、地
歴
公
民
は
９
月
か
ら
実
施
す
る
。

内
容
や
量
は
教
科
に
よ
っ
て
異
な
り
、
数
学
で
は
自
作

の
プ
リ
ン
ト
の
配
布
、
英
語
で
は
問
題
集
の
該
当
ペ
ー

ジ
を
指
定
す
る
と
い
う
具
合
だ
。希
望
制
で
は
あ
る
が
、

現
在
は
半
数
以
上
の
生
徒
が
受
け
て
い
る
。

　
提
出
さ
れ
た
課
題
は
基
本
的
に
翌
日
に
返
却
す
る
。

負
担
は
大
き
い
が
、
生
徒
が
自
分
の
つ
ま
ず
き
を
翌
日

に
は
検
証
で
き
、
学
び
に
向
か
え
る
意
義
は
大
き
い
。

教
師
に
と
っ
て
も
、
生
徒
の
最
後
の
「
伸
び
」
を
把
握

し
、
支
援
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。

　
出
願
校
が
最
終
的
に
決
ま
る
12
月
頃
か
ら
は
、
過
去

問
題
や
小
論
文
の
添
削
も
行
う
。
量
が
増
え
る
た
め
、

１
・
２
年
生
の
教
師
も
協
力
し
、
大
学
ご
と
に
担
当
を

割
り
振
る
な
ど
手
分
け
を
し
て
指
導
す
る
。

図 １０（平成２２）年度の３年生の学年集会（抜粋）

日程 集会名 内容

4月12日 学年集会 決意表明

4月14日 数学トップ集会 東京大、京都大、一橋大、東
京工業大の添削の説明

4月15日 英語トップ集会 英文解釈・英作文添削の説明

4月16日 学年集会 １年間の方針・流れを各科より説明

6月   7日 学年集会 高校総体後の補習などの説明

6月10日 文理ハイトップ
集会

学習方法について数学科、地
歴公民科より説明

6月11日 学年集会 模試分析・８月までの動きを共有

6月15日 理系集会 理科の現状に対して報告

7月13日 英語苦手者
（ACE）集会

マークシート試験対策演習の
説明

7月16日 進路講演会 夏休み前の天王山集会

9月　3日 学年集会 センター試験５か月前集会・
進路の手引き解説

9月10日 学年集会 センター試験出願説明

9月14日 理系ハイトップ集会 数学・理科の学習法指導

11月  5日 学年集会 出願・受験計画の説明

12月17日 学年集会 進路指導担当者から愛のこ
もった最後の激励

1月14日 センター激励会 学校長激励（放送）、全校生徒
で頑張ろう三唱

1月17日 数学科 スタートダッシュ演習

1月27日 東京大・京都大
出願者集会

心構え、激励

2月10日 終業式 学校長・学年主任・進路指導
課主事から激励

＊学校資料を基に編集部で作成

全
教
師
が
協
力
し
て
添
削
指
導
を
実
施

教
科
指
導
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

18December  2011



今回のテーマに関連する過去の記事はBenesse教育研究開発センターのウェブサイトでご覧いただけます。
２０１１年６月号指導変革の軌跡「三重県立四日市高校」など
　　http: //benesse.jp/berd/ 　→　HOME　＞　情報誌ライブラリ（高校向け）

　「
添
削
指
導
を
通
し
て
受
験
直
前
の
生
徒
の
学
力

や
自
校
の
生
徒
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
上
で
入
試
問
題

分
析
が
出
来
る
の
は
、
１
・
２
年
生
の
教
師
に
と
っ

て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
で
す
。
つ
ま
ず
く
ポ
イ
ン
ト
が

分
か
り
、
授
業
改
善
に
も
生
か
せ
ま
す
。
特
に
若
手

教
師
に
と
っ
て
、
添
削
指
導
は
生
徒
理
解
や
指
導
の

幅
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
」（
紺
矢
先
生
）

　
添
削
プ
リ
ン
ト
は
、
３
年
生
の
教
室
の
近
く
に
置
い

て
い
る
。
あ
る
時
、
３
年
生
の
人
数
に
十
分
足
り
る
枚

数
を
用
意
し
た
は
ず
な
の
に
、
数
学
の
プ
リ
ン
ト
が
足

り
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
２

年
生
の
成
績
上
位
層
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ

と
が
分
か
り
、
２
年
生
の
希
望
者
に
も
数
学
と
英
語
の

添
削
指
導
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
１
・
２
年
生
の
学
力
向
上
策
と
し
て
は
、
朝
自
習
や

終
礼
プ
リ
ン
ト
、
週
末
課
題
が
中
心
と
な
る
。
１
学
年

主
任
の
田
中
真
治
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
本
年
度
の
１
年
生
は
数
学
に
課
題
が
見
ら
れ
た

の
で
、
数
学
強
化
月
間
を
設
け
、
朝
学
習
だ
け
で
な

く
、
終
礼
時
10
分
間
で
終
礼
プ
リ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
毎
日
、
取
り
組
む
こ
と
で
着
実
に
学
力
が
上
が

る
と
共
に
、
数
学
へ
の
意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。
年

間
方
針
は
あ
り
ま
す
が
、
学
年
や
時
期
に
よ
る
課
題

に
応
じ
て
取
り
組
み
を
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
」

　
３
年
生
に
な
っ
て
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
る
背
景
に
は
、
低
学
年
で
の
志
望
を
高
め
る
取

り
組
み
が
あ
る
。
大
学
教
員
を
招
い
た
学
部
説
明
会
や

卒
業
生
に
よ
る
講
演
を
頻
繁
に
実
施
。
１
年
生
か
ら
大

学
の
研
究
内
容
な
ど
を
具
体
的
に
説
明
し
、
偏
差
値
だ

け
で
は
な
い
志
望
大
選
び
を
促
す
。

　「
生
徒
は
ど
の
よ
う
な
大
学
が
あ
る
の
か
を
知
ら

ず
、
教
師
が
大
学
に
つ
い
て
具
体
的
に
教
え
な
い
と

志
望
や
目
標
を
持
て
ま
せ
ん
。大
学
の
魅
力
を
伝
え
、

十
分
に
志
望
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
喜

ん
で
目
標
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　
ま
た
、「
受
験
は
団
体
戦
」
と
い
う
意
識
も
低
学
年

か
ら
醸
成
し
い
て
い
く
。

　「
生
徒
に
は
『
学
校
の
風
景
の
一
部
に
な
ろ
う
』

と
よ
く
言
い
ま
す
。
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た
場

所
で
学
習
す
る
大
切
さ
と
共
に
、
学
校
で
仲
間
と
切

磋
琢
磨
し
、
学
ん
だ
方
が
効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
指
導
は
生
徒
の
心
に
伝
わ

り
、自
習
室
で
学
ぶ
生
徒
は
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
。

出
願
後
も
、
ほ
ぼ
全
て
の
生
徒
が
登
校
し
て
来
る
こ

と
も
、
学
校
へ
の
信
頼
感
の
高
ま
り
を
象
徴
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
」（
紺
矢
先
生
）

　
改
革
の
成
果
は
、
05
（
平
成
17
）
年
度
に
国
公
立
大

現
役
合
格
者
が
初
め
て
２
０
０
人
を
超
え
た
こ
と
に
も

表
れ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
は
、
取
り
組
み
を
形
骸
化

さ
せ
ず
、
常
に
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
。
例
年
、
学

年
会
の
中
で
数
人
が
一
つ
下
の
学
年
に
残
り
、
前
年
の

取
り
組
み
を
継
承
し
な
が
ら
、
改
善
を
加
え
て
き
た
。

　「
現
在
の
『
小
松
メ
ソ
ッ
ド
』
は
完
成
形
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
校
を
良
く
し
た
い
と
い
う
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
継
承
し
な
が
ら
、
メ
ソ
ッ
ド
は
生
徒
の
実
態
に

合
わ
せ
て
変
え
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
」（
紺
矢
先
生
）

　
そ
の
言
葉
通
り
、
メ
ソ
ッ
ド
は
進
化
し
て
い
る
。
従

来
、
数
学
は
１
・
２
年
生
で
の
進
度
を
出
来
る
だ
け
早

め
、
３
年
生
で
受
験
に
向
け
た
対
策
に
重
点
を
置
く
と

い
う
流
れ
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
京
大
や
京
都
大
な

ど
の
難
関
大
の
入
試
問
題
は
、
３
年
生
に
な
っ
て
か

ら
「
考
え
さ
せ
る
指
導
」
を
し
て
も
太
刀
打
ち
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
こ
で
、
11
（
平
成
23
）
年
度
か

ら
は
１
年
生
か
ら
考
え
さ
せ
る
指
導
に
重
点
を
置
く
な

ど
、
よ
り
早
期
の
対
策
を
取
り
入
れ
始
め
た
。

　
ま
た
、
近
年
は
素
直
で
教
師
の
話
を
よ
く
聞
く
生
徒

は
多
い
が
、
今
後
は
生
徒
た
ち
の
知
的
好
奇
心
を
一
層

喚
起
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
主
体
性
を
育
ん
で
い
く
こ

と
が
課
題
で
あ
る
と
い
う
。

　「
手
を
掛
け
る
ほ
ど
生
徒
は
伸
び
る
。
改
革
を
通

じ
て
、
そ
の
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
潜
在
能
力
の

高
い
生
徒
が
多
い
た
め
、
教
師
が
も
っ
と
知
的
好
奇

心
を
掘
り
起
こ
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
育
の
原

点
で
あ
る
授
業
を
通
し
て
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
く

か
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
紺
矢
先
生
）

低
学
年
か
ら
「
受
験
は
団
体
戦
」を

意
識
的
に
伝
え
る

手
を
掛
け
る
ほ
ど

生
徒
は
伸
び
る
こ
と
を
実
感
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